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社会科見学１１月 

「国会議事堂・東京地方裁判所」 

６年担任  市毛 大子  髙橋 昌記 

  
11月 25日、小雨が降る中、6年生は小学校生活

最後の校外学習、社会科見学で国会議事堂・憲政記

念館・東京地方裁判所を訪ねました。 

東京地方裁判所では、実際の法廷を使って模擬裁

判を行いました。何人かの児童で役割を分担し、台

本に従い、実際に行われる裁判の流れで行いまし

た。裁判所のもつ一種独特の緊張感も味わうことが

できました。 

 憲政記念館では、次の予定までの時間が短いた

め、昼食のみとなりました。みんなでお弁当を美味

しく食べている間は、外は強い雨が降り続いていま

した。 

 そして、国会議事堂です。まずは、国会参議院で

特別体験プログラムです。他の学校の六年生と合同

で、子ども読書活動推進法案を本会議で採決をする

というものです。投票ボタンを用いて、全員参加で

採決して、否決という結果でした。一つの法案が決

まるまでの流れがよく分かりました。続いては、見

学です。この日の午後は、見学の学校が本校含め二

校だったため、傍聴席に座りながらじっくりと説明

を聞くことができました。テレビ等で見たことのあ

る本会議場の様子もしっかり見ることができまし

た。外に出ると雨もやみ、国会議事堂をバックに集

合写真も撮影できました。詳しくは今学期に学習し

ますが、今回の見学を十分に生かしながら指導して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけまして おめでとう ございます 

              校長 山﨑 涼二 

平成２８年の新年は、暖かな幕開けとなりました。

皆様もご家族で新年を気持ちよくお迎えしたことと

思います。 

さて、私の正月の楽しみの一つに、「東京箱根間往

復大学駅伝競走」があります。自宅でテレビ観戦をす

るのが恒例です。 

それは、選手がチームのため、自分のために一生懸

命に走る姿に感動するからです。 

昨年の大会では山登りの５区（小田原～箱根）で、

低体温症となり、地面に手をつきながら必死の思いで

往路のゴールにたどり着いた選手のことが気になっ

ていました。 

駅伝はチームでタスキをつないでいくスポーツで

すから、一人が失敗してしまうと、全体の成績に影響

します。だからこの選手は、どんな思いで今年を迎え

るのかと思っていましたが、今大会は８区に出場し区

間２位の活躍でした。 

この選手は、昨年の大会後、引退も考えたようです。

しかし、引退せずにこの１年間努力できたのは、母親

の言葉があったからと報道されていました。「最後ま

でタスキを持ってきたことを誇りに思うよ。」という

母の言葉は、どれだけ勇気づけ励ましたのか計り知れ

ません。家族の支えの大きさと大切さを今回の大会で

改めて知るとともに感動しました。 

また、今年の大会も昨年同様、途中で棄権した大学

はありませんでした。タイムの差や順位に違いはあっ

ても、どの大学も選手やスタッフ、関係者が一つのチ

ームとなって努力した成果だと思いました。 

戸山小学校も職員がチームとなって子どもたちを

育てていきたいと強く感じました。本年も学校教育へ

のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

お知らせ 

嶋田 渉 先生が、ご結婚されました。 

 

戸山小学校では、１２月より体育朝会でふれあい

班やクラスを通じて、長縄跳びに取り組んでいます。

今後の体育朝会では、1 月に持久走、2 月に短縄に取

り組む予定です。 


